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撤
回
！

１９０号
2026年３月１７日

東
京
高
裁
宛
て

行
政
訴
訟
署
名 

６
３
０
３
筆
（
26
年
３
月
17
日
）

動労千葉が２６反戦春闘スト
イラン侵略戦争弾劾！ ３月ダイ改阻止の第１波闘争

　
日
頃
よ
り
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘
争
に
対
す
る
多
大
な
る
ご
支
援

と
連
帯
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
、
39
年
に
及
ぶ
闘
い
は
か
つ
て
な

い
歴
史
的
局
面
に
あ
り
ま
す
。
国
鉄
分
割
・
民
営
化
の
実
務
を
指
揮
し
た
井

手
正
敬
（
元
Ｊ
Ｒ
西
日
本
社
長
）
と
深
澤
祐
二
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
前
社
長
）
と

い
う
、
真
実
を
知
る
当
事
者
の
「
証
人
尋
問
」
が
法
廷
で
実
現
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
長
年
隠
蔽
さ
れ
て
き
た
「
国
家
的
不
当
労
働
行
為
」
の
真
実
を

当
事
者
の
口
か
ら
引
き
出
す
決
定
的
な
局
面
で
す
。
ぜ
ひ
と
も
、
裁
判
所
を

動
か
す
た
め
の
署
名
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
２
０
１
５
年
６
月
、
最
高
裁
判
所
は
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
際
し
不
当

労
働
行
為
（
組
合
差
別
）
を
目
的
と
し
て
採
用
候
補
者
名
簿
か
ら
組
合
員
を

排
除
し
た
事
実
を
司
法
の
場
で
確
定
さ
せ
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
の
10
万
筆
を

超
え
る
署
名
が
こ
の
事
実
を
認
め
さ
せ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
Ｊ
Ｒ
側
は
一

貫
し
て
「
名
簿
作
成
は
旧
国
鉄
の
責
任
で
あ
り
、現
在
の
Ｊ
Ｒ
は
無
関
係
だ
」

と
責
任
回
避
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
Ｊ
Ｒ
設
立
委
員
会
の
指

示
で
名
簿
か
ら
名
前
が
削
除
さ
れ
た
事
実
や
、
井
手
ら
が
不
当
労
働
行
為
と

指
弾
さ
れ
な
い
限
界
の
線
で
不
採
用
基
準
を
策
定
し
た
こ
と
を
示
す
「
文
書

（
懇
談
議
事
録
）」
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
国
鉄
改
革
法
は
設
立
委
員
の

行
為
を
Ｊ
Ｒ
の
行
為
と
規
定
し
て
お
り
、
Ｊ
Ｒ
側
の
責
任
は
明
白
で
す
。

　
そ
し
て
本
年
１
月
23
日
、
東
京
高
裁
で
重
大
な
進
展
が
あ
り
ま
し
た
。
裁

判
長
は
被
告
側
に
対
し
、
不
当
労
働
行
為
の
事
実
を
認
め
る
か
争
う
か
と
い

う
二
択
を
突
き
つ
け
た
の
で
す
。
事
実
を
認
め
る
な
ら
ば
そ
れ
を
前
提
に
判

決
を
書
き
、
争
う
な
ら
ば
井
手
・
深
澤
両
名
の
「
証
人
尋
問
」
を
検
討
す
る

と
い
う
内
容
で
す
。
こ
れ
は
Ｊ
Ｒ
が
39
年
間
つ
き
続
け
て
き
た
「
無
関
係
」

と
い
う
嘘
の
壁
が
司
法
の
場
で
崩
壊
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　
現
在
、
最
大
の
争
点
は
「
除
斥
期
間
」
と
い
う
法
律
の
壁
で
す
。
Ｊ
Ｒ
側

は
期
間
経
過
を
盾
に
責
任
を
免
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
２
０
２
４
年
の

旧
優
生
保
護
法
を
め
ぐ
る
判
例
変
更
に
よ
り「
著
し
く
正
義
に
反
す
る
行
為
」

が
あ
っ
た
場
合
、
期
間
経
過
を
理
由
に
裁
判
を
打
ち
切
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
と
の
判
断
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
真
実
を
隠
蔽
し
続
け
て
き
た
Ｊ
Ｒ
側
が
期

間
切
れ
を
理
由
に
逃
げ
る
こ
と
は
、道
義
的
に
も
法
的
に
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
井
手
・
深
澤
の
証
人
尋
問
を
実
現
し
、
Ｊ
Ｒ
の
責
任
を
明
確
に
さ
せ
る
た

め
に
は
圧
倒
的
な
世
論
の
力
が
必
要
で
す
。
Ｊ
Ｒ
に
責
任
を
認
め
さ
せ
、
被

解
雇
者
の
原
職
復
帰
を
勝
ち
取
る
こ
と
、
そ
し
て
真
実
に
基
づ
い
た
判
決
を

求
め
る
た
め
、
今
一
度
、
全
国
の
支
援
の
力
を
結
集
し
て
く
だ
さ
い
。
署
名

運
動
こ
そ
が
裁
判
所
の
背
中
を
押
し
、
Ｊ
Ｒ
の
責
任
を
確
定
さ
せ
る
最
大
の

武
器
と
な
り
ま
す
。
何
卒
、
署
名
へ
の
ご
協
力
と
周
囲
へ
の
拡
散
を
切
に
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。（
裏
面
に
「
１
０
４
７
名
裁
判
の
現
在
地
Ｑ
＆
Ａ
」）

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
３
月
９
日
、
久
留
里
線

（
久
留
里
〜
上
総
亀
山
間
）
の
廃
止
届
を

国
交
省
に
提
出
す
る
と
い
う
暴
挙
に
打
っ

て
出
た
。
こ
れ
に
対
し
３
月
16
日
、「
久

留
里
線
と
地
域
を
守
る
会
」
を
中
心
に
約

70
人
が
抗
議
行
動
を
展
開
し
た
。

　
現
在
、
公
的
機
関
で
あ
る
「
君
津
市
地

域
公
共
交
通
会
議
」
で
の
協
議
は
継
続
中

で
あ
り
、廃
線
に
関
す
る
「
了
承
」
も
「
議

決
」
も
一
切
行
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
状

況
下
で
の
届
出
は
、
地
域
を
無
視
し
た
強

行
突
破
だ
。

　
駅
前
の
公
園
で
の
集
会
後
、
参
加
者
は

君
津
市
役
所
に
向
け
デ
モ
行
進
。
市
役
所

前
で
は
「
廃
止
届
を
撤
回
さ
せ
ろ
！
」「
地

域
の
足
を
奪
う
な
！
」
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
で
君
津
市
・
石
井
市
長
に
対
す
る

要
請
行
動
を
行
っ
た
。

　
そ
の
後
の
報
告
集
会
で
は
、
地
元
の
亀

山
地
区
住
民
や
動
労
千
葉
か
ら
「
Ｊ
Ｒ
と

市
が
締
結
し
た
20
億
円
の
基
本
合
意
は
手

切
れ
金
だ
」と
厳
し
い
批
判
が
相
次
い
だ
。

　
動
労
千
葉
は
３
月
14
日
、「
ダ
イ

ヤ
改
定
・
合
理
化
粉
砕
・
千
葉
機
関

区
の
派
出
化
弾
劾
・
機
能
保
全
外
注

化
阻
止
」
を
掲
げ
、
春
闘
第
一
波
闘

争
に
決
起
し
た
。
関
委
員
長
、
渡
辺

書
記
長
が
指
名
ス
ト
に
突
入
し
た
。

　
午
後
１
時
、
千
葉
機
関
区
（
隅
田

川
機
関
区
千
葉
派
出
）
前
に
は
組
合

圧
体
制
を
取
る
管
理
者
に
対
し
、
参

加
者
の
怒
り
が
爆
発
し
た
。
千
葉
機

関
区
支
部
長
、
関
委
員
長
ら
が
貨
物

会
社
を
徹
底
弾
劾
。
続
い
て
貨
物
協

議
会
の
佐
藤
議
長
が
、
機
関
区
廃
止

（
派
出
化
）
や
恣
意
的
な
雇
用
延
長

の
経
過
を
報
告
し
た
。

　
現
場
の
組
合
員
か
ら
は
「
動
労
千

　
午
後
３
時
か
ら
は
Ｄ
Ｃ
会
館
で

「
ス
ト
貫
徹
！
総
決
起
集
会
」
を
開

催
（
写
真
左
上
）。
渡
辺
書
記
長
が

基
調
報
告
を
行
い
、
重
大
事
故
が
続

発
す
る
中
で
外
注
化
に
突
き
進
む
会

社
の
姿
勢
を
厳
し
く
批
判
し
た
。
３

月
16
日
の
君
津
市
抗
議
行
動
、
４
月

１
日
の
機
能
保
全
外
注
化
阻
止
へ
の

決
起
を
呼
び
か
け
た
。

　
集
会
に
は
三
里
塚
反
対
同
盟
や
家

族
会
、
動
労
東
京
な
ど
も
連
帯
に
駆

け
つ
け
た
。
最
後
に
イ
ラ
ン
戦
争
侵

略
戦
争
を
弾
劾
し
、「
反
戦
声
明
」

を
読
み
上
げ
、
第
２
波
・
第
３
波
闘

争
へ
の
決
起
を
誓
う
「
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
」
で
締
め
く
く
っ
た
。

　
千
葉
駅
ま
で
は
午
前
、
動
労
千
葉

を
支
援
す
る
会
は
イ
ラ
ン
侵
略
戦
争

弾
劾
の
宣
伝
活
動
を
行
っ
た
。

葉
を
潰
す
た
め
の
無
理
な

廃
止
だ
」「
派
出
化
で
テ

レ
ビ
点
呼
に
な
り
、
連
絡

体
制
が
崩
壊
し
て
安
全
が

守
れ
な
い
」「
無
駄
な
仕

事
が
増
え
、
睡
眠
時
間
が

削
ら
れ
て
い
る
」
と
、
切

実
な
訴
え
が
相
次
い
だ
。

員
や
支
援
ら
70
人

が
結
集
（
写
真
右

上
）。
門
内
で
弾

派
出
化
弾
劾
！ 

千
葉
機
関
区
門
前
に
70
人

３
・
16
君
津
市
役
所
行
動
に
70
人

久
留
里
線（
久
留
里
～

上
総
亀
山

）
廃
止
届
提
出
を
弾
劾

■
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
第
３
回
裁
判

　
７
月
16
日
（
木
）
14
時
～
　
東
京
高
裁
１
０
１
号
法
廷

※
裁
判
に
先
立
ち
署
名
提
出
行
動
を
計
画
し
ま
す
。
当
面
、

　
５
月
15
日
（
金
）
を
署
名
の
集
約
日
で
お
願
い
し
ま
す
。

井
手
・
深
澤
の
証

人
尋
問
実
現
へ 

署
名
に
ご
協
力
を
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あ
ら
た
め
て
問
う

国
鉄
闘
争
の
意
義 

１
０
４
７
名
闘
争 

歴
史
的
真
実
と
勝
利
へ
の
展
望 

Ｑ
＆
Ａ

　
こ
れ
は
、こ
れ
ま
で
千
葉
県
労
委
、

中
労
委
、
東
京
地
裁
が
徹
底
し
て
避

け
て
き
た
「
真
実
の
究
明
」
に
対
し
、

裁
判
所
が
初
め
て
逃
げ
場
の
な
い
選

択
を
突
き
つ
け
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
こ
と
を
意
味
す
る
。

＊

Q
な
ぜ
裁
判
所
は
、
こ
の
よ
う
な

姿
勢
の
変
化
を
見
せ
た
の
か
？

A
何
よ
り
も
、
全
国
の
仲
間
が
結

集
し
、
東
京
高
裁
を
包
囲
し
て
闘
い

抜
い
て
き
た
こ
と
が
、
裁
判
所
を
し

て
事
実
認
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
局
面

へ
と
追
い
込
ん
だ
。

Q
26
年
１
月
23
日
の
第
２
回
控
訴

審
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
「
歴
史

的
前
進
」
が
あ
っ
た
の
か
？

A
東
京
高
裁
の
東
ひ
が
し
亜
由
美
裁
判
長

が
、
こ
の
闘
争
の
核
心
で
あ
る
「
Ｊ

Ｒ
設
立
委
員
会
に
よ
る
不
当
労
働
行

為
」
に
つ
い
て
、中
労
委
（
Ｊ
Ｒ
側
）

に
対
し
、「
Ｊ
Ｒ
設
立
委
員
会
が
行
っ

た
不
当
労
働
行
為
を
事
実
と
し
て
認

め
る
の
か
、
そ
れ
と
も
争
う
の
か
」

を
問
い
た
だ
し
、
以
下
の
二
者
択
一

を
迫
っ
た
。

1
事
実
を
認
め
る
場
合
は
、「
設

立
委
員
会
の
不
当
労
働
行
為
」
を

事
実
と
し
て
認
定
し
、
そ
れ
に
基

づ
い
た
判
決
を
出
す
。

2
争
う
場
合
は
、（
隠
さ
れ
た
真

実
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
）井
手
、

深
澤
ら
の
「
証
人
尋
問
」
を
採
用

す
る
。

る
直
接
追
及
の
闘
い
だ

（
１
９
８
７
年
〜
）。
87
年

の
分
割
・
民
営
化
直
前
に
、

動
労
千
葉
な
ど
の
組
合
員

に
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
」
が
通

告
さ
れ
た
。
動
労
千
葉
は

直
ち
に
Ｊ
Ｒ
と
の
雇
用
関

係
の
確
認
を
求
め
て
裁
判

を
起
こ
し
、
さ
ら
に
１
年

後
に
労
働
委
員
会
に
救
済

を
申
し
立
て
た
。

　
そ
の
結
果
、
労
働
委
員

会
は
「
採
用
差
別
は
不
当

労
働
行
為
」
と
認
定
し
、

全
員
採
用
を
命
じ
た
。

　
し
か
し
、裁
判
所
は「
Ｊ

核
心
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
井
手
や
深
澤
が
、
現
場
で
名
簿

か
ら
の
排
除
を
直
接
実
行
し
た
「
下

手
人
」
と
し
て
の
責
任
、
そ
し
て
社

長
就
任
後
も
真
実
を
隠
蔽
し
続
け
て

き
た
悪
質
性
も
暴
か
れ
る
。

　
不
採
用
基
準
が
Ｊ
Ｒ
設
立
委
員
会

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
こ
と
が
証
明
さ

れ
れ
ば
、
結
論
は
「
解
雇
撤
回
・
Ｊ

Ｒ
復
帰
」
以
外
に
あ
り
得
な
い
。

＊

Q
最
後
に
、
今
後
の
闘
い
に
向
け

て
何
が
必
要
か
？

A
東
京
高
裁
は
、当
初
「
警
備
法
廷
」

を
指
定
し
、
審
理
を
行
わ
ず
に
結
審

（
裁
判
を
終
え
る
こ
と
）
を
狙
っ
て

い
た
。
し
か
し
、
全
国
か
ら
の
抗
議

と
大
法
廷
で
の
開
催
要
求
が
そ
れ
を

打
ち
破
っ
た
。

　
真
実
が
暴
か
れ
る
時
が
来
た
。
Ｊ

Ｒ
設
立
委
員
会
に
よ
る
国
家
的
不
当

労
働
行
為
を
認
め
さ
せ
、
38
年
に
お

よ
ぶ
嘘
に
終
止
符
を
打
つ
時
だ
。「
解

雇
撤
回
・
Ｊ
Ｒ
復
帰
」
の
署
名
運
動

を
さ
ら
に
広
げ
、闘
い
の
力
で
井
手
・

深
澤
の
証
人
尋
問
を
実
現
し
、
歴
史

的
勝
利
を
か
ち
と
り
た
い
。

よ
っ
て
真
実
を
隠
蔽
し
続
け
、
そ
れ

に
よ
っ
て
労
働
者
が
訴
え
る
機
会
を

奪
わ
れ
て
き
た
本
件
こ
そ
、
ま
さ
に

「
正
義
・
公
平
の
理
念
に
反
す
る
」

典
型
例
だ
。

　
こ
の
判
例
変
更
に
よ
り
、「
事
実

を
調
べ
ず
に
切
り
捨
て
る
」
こ
と
は

も
は
や
許
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
闘
い

の
継
続
が
も
た
ら
し
た
展
開
だ
。

だ
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
設
立
委
員
会
は
、
誰

を
排
除
す
べ
き
か
、
ど
の
よ
う
な
基

準
で
首
を
切
る
か
を
具
体
的
に
主
導

し
て
い
た
。

＊

Q
井
手
元
Ｊ
Ｒ
西
日
本
社
長
は
、

こ
の
件
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
語
っ

て
い
る
の
か
？

A
井
手
は
「
懇
談
議
事
録
Ｊ
Ｒ
西

日
本
井
手
正
敬
会
長
と
語
る
国
鉄
改

革
前
後
の
労
務
政
策
の
内
幕
」
と
い

う
文
書
の
中
で
選
別
解
雇
の
内
幕
を

以
下
の
よ
う
に
自
白
し
て
い
る
。

　「
排
除
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

は
強
か
っ
た
が
、
当
局
（
国
鉄
）

Q
Ｊ
Ｒ
が
こ
れ
ま
で
法
廷
で
行
っ

て
き
た
「
偽
証
」
の
具
体
例
を
。

A
Ｊ
Ｒ
は
数
十
年
間
に
わ
た
り
、

書
面
を
通
じ
て
以
下
の
嘘
を
繰
り
返

し
て
き
た
。

　「
名
簿
の
作
成
は
国
鉄
の
専
権

で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
設
立
委
員
は
全
く

権
限
を
有
し
な
い
」（
89
年
）

　「
設
立
委
員
は
国
鉄
の
名
簿
作

成
に
指
示
を
与
え
る
余
地
は
全
く

な
か
っ
た
」（
96
年
）

　「
不
採
用
に
な
っ
た
者
に
つ
い

て
具
体
的
に
認
識
し
え
な
い
」

（
99
年
）

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
大
嘘

採
用
基
準
（
名
簿
不
記
載

基
準
）」
が
作
ら
れ
、
そ

れ
に
よ
っ
て
選
別
解
雇
が

行
わ
れ
て
い
た
の
だ
。

　
こ
の
裁
判
は
高
裁
を
経

て
最
終
的
に
最
高
裁
に
お

い
て
２
０
１
５
年
、
こ
の

「
名
簿
不
記
載
基
準
の
策

定
そ
の
も
の
が
不
当
労
働

行
為
で
あ
る
」
と
い
う
事

実
が
確
定
し
た
。

＊

Q
現
在
の
「
第
３
ラ
ウ

ン
ド
」
の
目
的
は
何
か
？

A
第
３
ラ
ウ
ン
ド
は
Ｊ

Ｒ
の
責
任
を
再
び
問
う
闘

い
（
18
年
〜
現
在
）。

　
第
２
ラ
ウ
ン
ド
で
「
基

準
策
定
＝
不
当
労
働
行

為
」
は
確
定
し
た
が
、「
そ

の
基
準
を
作
っ
た
の
が
誰

か
」
と
い
う
点
が
新
た
な

焦
点
と
な
っ
た
。

　
動
労
千
葉
と
弁
護
団

は
、Ｊ
Ｒ
設
立
委
員
会（
Ｊ

Ｒ
側
の
組
織
）
が
そ
の
基

準
策
定
を
指
示
し
、
正
式

に
決
定
し
て
い
た
事
実
を

突
き
止
め
た
。

　
国
鉄
改
革
法
に
は
「
Ｊ

Ｒ
設
立
委
員
会
の
行
為
は

Ｊ
Ｒ
の
行
為
」
と
明
記
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
Ｊ

Ｒ
に
法
的
責
任
な
し
」
と
こ
れ
を
覆

し
た
。
そ
の
根
拠
は
「
不
当
労
働
行

為
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
責
任

は
（
消
滅
す
る
）
国
鉄
に
あ
り
、
新

会
社
Ｊ
Ｒ
に
は
及
ば
な
い
」
と
い
う

国
鉄
改
革
法
の
論
理
だ
っ
た
。

＊

Q
第
２
ラ
ウ
ン
ド
で
明
ら
か
に

な
っ
た
「
衝
撃
の
事
実
」
と
は
？

A
第
２
ラ
ウ
ン
ド
は
、
旧
国
鉄
（
鉄

建
公
団
）
を
相
手
ど
っ
た
闘
い
。

　
Ｊ
Ｒ
の
責
任
が
否
定
さ
れ
た
た

め
、
解
雇
さ
れ
た
労
働
者
た
ち
は
、

解
雇
の
も
う
一
方
の
当
事
者
で
あ
る

「
旧
国
鉄
（
鉄
建
公
団
）」
を
相
手
に

裁
判
を
開
始
し
た
。
こ
の
過
程
で
驚

く
べ
き
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　
千
葉
地
裁
で
の
元
国
鉄
幹
部
（
伊

藤
嘉
道
）
の
証
言
で
、
動
労
千
葉
の

組
合
員
ら
は
、
不
採
用
通
知
の
直
前

Ｒ
は
30
年
以
上
に
わ
た
り
「
自
分
た

ち
は
関
与
し
て
い
な
い
」
と
偽
証
し

続
け
て
き
た
が
、
実
際
に
は
Ｊ
Ｒ
自

身
が
「
不
当
解
雇
の
犯
人
」
だ
っ
た
。

こ
の
真
実
を
も
っ
て
、
す
べ
て
を
や

り
直
さ
せ
る
の
が
現
在
の
闘
い
だ
。

　
26
年
１
月
、東
京
高
裁
で
の
決
定
的
転
換

ま
で
「
採
用
候
補
者
名
簿
」
に
載
っ

て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
彼
ら
を

排
除
す
る
た
め
だ
け
に
、
急
遽き
ょ

「
不

　
ま
た
、
後
述
す
る
「
旧
優
生
保
護

法
判
決
に
よ
る
最
高
裁
判
例
の
変

更
」
も
影
響
し
て
い
る
。
不
屈
の
闘

争
継
続
が
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化
と

い
う
国
家
権
力
の
「
壁
」
を
、
あ
と

一
歩
で
打
ち
破
る
と
こ
ろ
ま
で
来
て

い
る
。

＊

Q
そ
の
直
後
に
東
裁
判
長
が
異
動

に
な
っ
た
。

A
第
２
回
控
訴
審
で
決
定
的
な
明

言
を
行
っ
た
東
裁
判
長
は
、
直
後
に

「
高
松
高
裁
長
官
へ
出
世
」
と
い
う

形
式
で
東
京
高
裁
か
ら
事
実
上
追
い

出
さ
れ
た
。
真
実
が
暴
か
れ
る
こ
と

を
恐
れ
た
国
家
権
力
に
よ
る
露
骨
な

介
入
だ
。
新
た
な
裁
判
体
制
の
も
と

で
も
、
こ
の
勝
利
の
地
平
を
維
持
す

る
た
め
、
改
め
て
闘
い
の
力
を
集
中

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
。

「
３
度
目
の
や
り
直
し
」と
隠
蔽
さ
れ
た
真
実

Q
こ
の
裁
判
は
「
３
度
目
の
や
り

直
し
」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
第
１

ラ
ウ
ン
ド
か
ら
の
経
緯
を
。

A
第
１
ラ
ウ
ン
ド
は
Ｊ
Ｒ
に
対
す

　
Ｊ
Ｒ
の
組
織
的
偽
証
と
悪
質
性
の
正
体

　
除
斥
期
間
を
め
ぐ
る
最
高
裁
判
例
の
変
更

Q
東
京
地
裁
（
24
年
11
月
）
は
な

ぜ
不
当
な
判
決
を
出
し
た
の
か
？

A
東
京
地
裁
は
「
時
効
（
除
斥
期

間
）」
を
口
実
に
し
て
真
実
の
究
明

を
拒
否
し
た
。

　
不
当
労
働
行
為
か
ら
時
間
が
経
ち

す
ぎ
て
い
る
た
め
、
内
容
の
正
否
に

関
わ
ら
ず
訴
え
は
認
め
ら
れ
な
い
と

い
う
形
式
的
な
論
理
で
、
Ｊ
Ｒ
の
国

家
的
不
当
労
働
行
為
を
免
罪
し
た
の

だ
。
こ
れ
は
事
実
上
の
「
裁
判
所
の

犯
罪
」
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

＊

Q
な
ぜ
今
、
そ
の
「
時
効
（
除
斥

期
間
）」
の
壁
を
突
破
で
き
る
状
況

な
の
か
？

A
２
０
２
４
年
７
月
３
日
に
出
さ

れ
た
「
旧
優
生
保
護
法
」
を
め
ぐ
る

最
高
裁
判
決
に
お
い
て
判
例
変
更
が

行
わ
れ
た
。

　
従
来
の
判
例
は
、
除
斥
期
間
が
過

ぎ
れ
ば
、
当
事
者
の
主
張
が
な
く
て

も
自
動
的
に
請
求
権
は
消
滅
す
る
。

し
か
し
新
た
な
判
例
は
、
加
害
者
側

が
「
除
斥
期
間
が
過
ぎ
た
」
と
主
張

し
て
責
任
を
逃
れ
る
こ
と
が
、「
著

し
く
正
義
・
公
平
の
理
念
に
反
し
、

到
底
容
認
で
き
な
い
」
場
合
に
は
、

そ
の
主
張
は
信
義
則
違
反
（
権
利
の

濫
用
）
と
し
て
許
さ
れ
な
い
（
詳
細

は
前
号
裏
面
を
参
照
し
て
下
さ
い
）。

　
Ｊ
Ｒ
が
30
年
以
上
も
「
偽
証
」
に

が
言
う
と
不
当
労
働
行
為
に
な
り

か
ね
な
い
」

　「
そ
こ
で
Ｊ
Ｒ
設
立
委
員
長
の

0
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0
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0

0
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郎

0

0
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氏
（
当
時
の
経
団
連

会
長
）
の
と
こ
ろ
へ
葛
西
氏
（
後

の
Ｊ
Ｒ
東
海
会
長
）
と
出
か
け
、

委
員
長
案
と
し
て
選
考
基
準
を
出

し
て
ほ
し
い
と
頼
み
に
行
っ
た
」

　「
斎
藤
氏
を
説
得
し
、
不
当
労

働
行
為
と
言
わ
れ
な
い
ギ
リ
ギ
リ

の
線
で
葛
西
氏
が
案
を
作
り
、
設0

立
委
員
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の
席
上
で
正
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に
了
承

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

さ
せ
た
」

　
こ
の
証
言
こ
そ
が
、
Ｊ
Ｒ
が
組
織

的
に
不
当
労
働
行
為
を
企
画
・
実
行

し
、
そ
れ
を
隠
蔽
す
る
た
め
に
長
年

偽
証
し
て
き
た
動
か
ぬ
証
拠
だ
。

Q
Ｊ
Ｒ
の
行
為
は
、
当
時
の
国
会

の
決
定
と
も
矛
盾
し
て
い
た
の
か
？

A
当
時
、
本
州
・
四
国
の
Ｊ
Ｒ
採

用
希
望
者
は
、
閣
議
決
定
さ
れ
た
採

用
人
数
を
下
回
っ
て
い
た
。つ
ま
り
、

本
来
な
ら
「
全
員
採
用
」
が
当
然
の

状
況
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
国
会
で
は
「
組
合
差
別
が

行
わ
れ
な
い
よ
う
特
段
の
留
意
を
す

る
こ
と
」
と
い
う
附
帯
決
議
も
な
さ

れ
て
い
た
。国
鉄
総
裁
も
当
初
は「
全

員
採
用
の
方
針
」
を
発
表
し
て
い
た

が
、
ま
さ
に
そ
の
裏
で
、
Ｊ
Ｒ
設
立

委
員
会
が
こ
れ
ら
の
決
定
や
法
律
の

趣
旨
を
す
べ
て
踏
み
に
じ
り
、
組
合

員
を
狙
い
撃
ち
に
す
る
選
別
解
雇
を

強
行
し
た
の
だ
。

不
屈
の
闘
争
継
続
が
掴
ん
だ「
勝
利
の
展
望
」

Q
こ
れ
ま
で
の
長
い
闘
い
の
中
で
、

運
動
の
継
続
を
め
ぐ
っ
て
何
度
も
困

難
や
壁
が
あ
っ
た
。

A
特
に
２
０
１
０
年
の
「
政
治
和

解
」
は
、
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘

争
の
最
大
の
危
機
だ
っ
た
。

　
２
０
０
０
年
、
自
公
保
と
社
民
党

に
よ
る
枠
組
み
で
、
国
労
本
部
に
対

し
「
Ｊ
Ｒ
に
法
的
責
任
が
な
い
こ
と

を
組
合
大
会
で
決
定
せ
よ
」
と
い
う

屈
服
を
迫
っ
た
（
４
党
合
意
）。

　
そ
し
て
２
０
１
０
年
４
月
９
日
、

動
労
千
葉
を
除
く
多
く
の
団
体
が
、

解
雇
撤
回
も
謝
罪
も
な
い
ま
ま
、
分

割
・
民
営
化
を
正
当
化
す
る
和
解
に

応
じ
た
（
４
・
９
政
治
和
解
）。

　
し
か
し
、動
労
千
葉
は「
１
０
４
７

名
の
人
生
を
か
け
た
闘
い
を
踏
み
に

じ
ら
せ
な
い
」「
国
鉄
闘
争
の
火
を

消
し
て
は
な
ら
な
い
」と
訴
え
続
け
、

「
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
」
を
結
成
し

て
闘
い
の
継
続
を
選
ん
だ
。
こ
の
不

屈
の
姿
勢
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
第

２
ラ
ウ
ン
ド
で
の
最
高
裁
勝
利
（
不

当
労
働
行
為
の
確
定
）
を
も
ぎ
取
る

こ
と
が
で
き
た
。＊

Q
証
人
尋
問
が
実
現
し
た
場
合
、

何
が
明
ら
か
に
な
る
か
？

A
井
手
や
葛
西
が
斎
藤
委
員
長
と

密
談
し
、
不
当
な
不
採
用
基
準
策
定

を
主
導
し
た
「
隠
さ
れ
た
真
実
」
の

３８年の嘘を暴く時が来た。１０４７名闘争歴史的勝利へ

　「
不
当
労
働
行
為
を
認
め
る
か
証
人
尋
問
か
」
―
―
38
年
に
及

ぶ
Ｊ
Ｒ
の
偽
証
を
暴
く
裁
判
闘
争
の
現
在
地
と
歴
史
的
背
景
を
、

分
か
り
や
す
い
よ
う
に
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
解
説
し
ま
す
（
事
務
局
）。


